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無
罣
礙

南
魚
沼
市
長　

林　

茂
男

国際大学留学生 お国自慢コーナー シリーズ
第72回～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
　ジブチはアフリカの角と呼ばれるアフリカ大陸北
東部の半島に位置し、紅海の南側のアフリカへの玄
関口となっている国です。とても小さな国ですが、
美しい景観であふれています。最も有名な観光地の

アッサム湖は海面下153メートル地点に湖面があり、アフリカ大陸で最も低
い場所とされるほか、地球上で最も塩分濃度が高い塩湖です。また、ジブチは
紅海で周遊するジンベイザメと泳げるダイビングスポットとしても有名で
す。ジブチの魅力は陸と海のどちらにもあるため、自然好きな観光客に喜ばれ
ています。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼に来て１年半が経ちました。美しい四季がとても気に入っています。
冬の浦佐毘沙門堂裸押合大祭、春の桜、夏の花火大会を楽しみました。南魚
沼で初めてスノーボードに挑戦しました。また、初めて食べて印象深かった
ものは、コシヒカリ、鮨

すし
、八色スイカです。すばらしいものがいろいろあり

ますが、南魚沼の親切な人たちに支えられ、日々の生活を送れています。南
魚沼に来たことがこれまでの人生で一番の経験だと感じています。

ジブチ共和国
［公用語］アラビア語、フランス語
［首　都］ジブチ
［面　積］23,000㎢（146位）
［人　口］900,000人（158位）
［GDP（PPP）］27億ドル（168位）
［通　貨］ジブチ・フラン （DJF）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

ムスタファ モハメド アリ さんジブチ共和国

長
年
の
思
い
で
し
た
。
南
魚
沼
市
立

総
合
支
援
学
校
が
校
外
学
習
の
一
環
と

し
て
運
営
す
る
「
Ｍ
Ｓ
Ｇ
カ
フ
ェ
」。

高
等
部
の
生
徒
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
と
な

り
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と

で
社
会
参
加
へ
の
積
極
性
や
社
交
性
を

高
め
、
卒
業
後
に
も
役
に
立
つ
接
客
や

サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
な
ど
で
開
催

し
て
き
ま
し
た
。２
月
21
日
㈭
、よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
市
民
ホ
ー
ル
に

初
め
て
出
店
し
て
く
れ
ま
し
た
。
生
徒

が
笑
顔
で
提
供
し
た
１
４
０
杯
の
無
料

の
コ
ー
ヒ
ー
は
あ
っ
と
い
う
間
に
、
販

売
し
て
い
た
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
な
ど

も
完
売
と
な
る
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

開
店
前
の
あ
い
さ
つ
で
私
は
「
議
員

時
代
に
視
察
に
行
っ
た
札
幌
市
役
所
の

光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。障
が
い
者
の

み
な
さ
ん
が
庁
舎
で
カ
フ
ェ
を
開
き
、

職
員
や
市
民
に
元
気
を
与
え
て
い
る
様

子
に
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
フ
ェ

が
、
共
生
社
会
の
一
歩
と
し
て
、楽
し

い
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

札
幌
市
役
所
の
「
元
気
カ
フ
ェ
」
は
、

こ
れ
ま
で
来
庁
者
の
待
合
空
間
だ
っ
た

ロ
ビ
ー
を
一
変
さ
せ
、
来
庁
者
数
は
年

間
３
万
人
を
超
え
る
と
か
。
視
察
後
、

私
は
報
告
書
に
「
涙
が
出
た
視
察
な
ど

初
め
て
。
障
が
い
者
の
就
労
支
援
は
当

然
だ
が
、
彼
ら
の
真し

ん

摯し

な
働
き
ぶ
り
や

笑
顔
、
大
き
な
声
で
接
客
す
る
姿
は
、

市
職
員
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
り
、

来
庁
者
す
べ
て
を
鼓
舞
す
る
だ
ろ
う
。

あ
の
和
や
か
な
ロ
ビ
ー
の
光
景
を
南
魚

沼
で
実
現
さ
せ
た
い
！
」
と
興
奮
気
味

に
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
に
応

え
て
く
れ
た
の
が
、
今
や
当
市
の
誇
り

で
あ
る
総
合
支
援
学
校
。平
成
29
年
に
、

本
庁
舎
１
階
に
開
設
し
た
総
合
窓
口
は

お
お
む
ね
好
評
。
案
内
が
わ
か
り
や
す

く
、
明
る
く
な
っ
た
と
。
し
か
し
、
も

う
一
歩
前
に
進
み
た
い
。
市
民
の
憩い

こ

い

の
場
と
な
り
、
同
時
に
総
合
支
援
学
校

卒
業
後
の
就
労
の
一
助
と
な
る
よ
う
常

設
化
を
め
ざ
し
た
い
。
今
回
は
一
日
限

り
で
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
は
定
期
的

に
、
と
学
校
関
係
者
。

　

ま
ず
は
一
歩
。
で
き
な
い
理
由
を
探

さ
な
い
、
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
。

や
れ
ば
で
き
る
！

札
幌
市
役
所
の
光
景

アフリカ・ヨーロッパユーラシア・オーストラリア南アメリカ・北アメリカ

国旗 5.2％
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【
問
合
せ・申
込
み
】

　
税
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民
税
係
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交
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課
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軽
自
動
車
税

障
が
い
者
へ
の
減
免
制
度

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
が
い

の
あ
る
人
の
軽
自
動
車
税
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

減
免
対
象
に
な
る
か
は
、
障
が
い

の
種
別
や
等
級
、
車
両
の
使
用
状

況
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
さ
れ
た
手
帳
別
の
要
件

身
体
障
害
者
手
帳

障
が
い
の
種
別
や
等
級
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す

療
育
手
帳

障
が
い
の
程
度
が
「
Ａ
」
で
あ

る
人

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

障
が
い
の
等
級
が
「
１
級
」
で
、

自
立
支
援
医
療
（
精
神
）
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
る
人
（
所
得
制

限
に
よ
り
、
受
給
者
証
の
交
付
が

な
い
場
合
は
、
医
師
の
通
院
証
明

書
で
も
可
）

申
請
期
間

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮

平
成
31
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会

場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
都
合
の

よ
い
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
義
務

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
１
年
に

１
回
、
原
則
４
月
～
６
月
に
接
種

さ
せ
る
こ
と
が
、
法
令
で
飼
い
主

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

後
91
日
以
上
の
犬
が
対
象
で
す
。

忘
れ
ず
に
接
種
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

登
録
済
み
の
飼
い
主

市
に
登
録
の
あ
る
犬
の
飼
い
主

に
は
、
３
月
下
旬
に
案
内
は
が
き

を
郵
送
し
ま
し
た
。
問
診
欄
に
記

入
し
、
署
名
・
押
印
を
し
て
、
会

場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
は
が
き

を
忘
れ
る
と
、
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼

っ
た
人（
は
が
き
が
届
か
な
い
人
）

会
場
で
登
録
手
続
と
接
種
が
で

き
ま
す
。
犬
を
連
れ
て
料
金
と
印

か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

料
金　
登
録
済
み
の
犬

　

３
，
２
０
０
円
（
注
射
料
）

新
た
に
飼
い
始
め
た
犬

　

６
，
２
０
０
円

　
（
登
録
手
数
料
と
注
射
料
）

※
お
つ
り
が
必
要
な
い
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

注
意

・
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
犬
を
制

御
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

・
犬
の
フ
ン
は
、
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ

い
。

・
犬
の
体
調
が
悪
い
な
ど
、
気
に

な
る
こ
と
は
、
会
場
で
獣
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
で
接
種
で
き
な
い
場

合
は
、
６
月
末
ま
で
に
個
別
に

獣
医
師
に
よ
る
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
料
金
は
獣
医
師

ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

・
駐
車
場
周
辺
で
の
交
通
事
故
な

ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

日程 会　　　　場 時　間 獣医師

４月
15日 
㈪

五十沢地域開発センター〔宮〕 ９：00～ ９：30

小宮山毅

三国ふれあいセンター〔野中〕 ９：45～10：00
東部集落開発センター〔岡〕 10：25～10：40
城内地域開発センター〔上原〕 10：55～11：25
水尾クラブ 11：45～12：00
大崎農業会館〔上二〕 13：20～13：45
黒土集会所 14：00～14：20
東地域開発センター〔茗荷沢〕 14：35～14：55

４月
16日 
㈫

四十日保育園 ９：20～ ９：40

阿部誠

五日町ふれあいセンター ９：55～10：20
猫道バス回転場 10：35～10：55
一村尾担い手センター 11：10～11：30
うるおいの里みよう〔前原町〕 13：00～13：30
大和B＆G海洋センター

〔天王町〕 13：50～14：30

４月
18日 
㈭

欠之上セミナーハウス駐車場 ９：00～ ９：30

小宮山毅

二日町勤労青少年ホーム ９：50～10：20
ディスポート南魚沼〔坂戸〕 10：35～11：05
東泉田集落開発センター 11：20～11：40
第二上田小学校〔上神字〕 13：00～13：20
上田農村環境改善センター

〔広道〕 13：35～13：55

すぱーく塩沢〔金清坊〕 14：10～14：30
南魚沼市民会館〔上町２丁目〕 14：45～15：30

４月
19日 
㈮

小栗山公民館 ９：00～ ９：20

阿部誠

中子集落開発センター ９：45～10：05
中之島農村環境改善センター

〔仙石〕 10：20～10：40

姥島ふれあい館 10：55～11：15
塩沢道路（除雪）ステーション

〔関〕 11：30～11：50

南魚沼市トレーニング
センター〔下一日市〕 13：10～13：30

大沢ふれあい館 13：45～14：05
塩沢公民館 14：25～15：15

４月
21日 
㈰

市役所大和庁舎（車庫前） ９：00～10：00
小宮山毅 
阿部誠市役所本庁舎（車庫棟前） 10：40～12：00

市役所塩沢庁舎（保健センター前） 13：30～14：30

平成31年度狂犬病集合注射 日程表

※現地の状況によっては会場が変更になる場合があります

※敬称略
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【問合せ・申込み】秘書広報課　☎773－6658平成31年度　市政懇談会

市長と市民の車座会議ざっくばらん

　みなさんと市長が直接意見交換を行う市政懇談会を
４月22日㈪から開催します。
　南魚沼市の今と未来を、“ざっくばらん” に語りま
しょう。「こんなまちになったらいいな」「こんなこと
をしたら」など、普段思っているみなさんの声をお聞
かせください。
内容　市長からの市政全般説明、意見交換会
時間　19：30 ～ 20：30

（５月20日㈪は13：30 ～ 14：30、
５月23日㈭は10：00 ～ 11：00、
６月25日㈫は19：00 ～ 20：00に開催）

　昨年度に引き続き、夜間の参加が難しい人や子育て世代の人などが参加しやすいよう、５月20日㈪、
23日㈭は日中に開催します。５月23日㈭は、子育ての駅「ほのぼの」で子どもを遊ばせながら一緒に参
加することができます。終了後、子ども向けの遊びのコーナーも開催予定です。
　気軽にご参加ください。

　上記以外については、候補日の中から行政区単位でお申し込みいただき開催します。開催を希望する場
合は、行政区長を通じて秘書広報課にお申し込みください。会場の手配、使用料などは、申込者でご負担
ください。
候補日　５月27日㈪、28日㈫、30日㈭、６月17日㈪、19日㈬
締切り　５月13日㈪

　どの会場に参加いただいても構いません。意見・質問内容は、名前などを除いて市からの回答とともに
市報などで紹介する場合があります。

日にち 会場など
４月22日㈪ 後山集落センター　

４月25日㈭ 辻又地域多目的ホール　

５月13日㈪ 栃窪集落センター

５月14日㈫ 清水ふれあい会館

５月20日㈪ 南魚沼市図書館 多目的室

５月23日㈭ 子育て支援センター
子育ての駅「ほのぼの」

６月20日㈭ 雪国おくにじまん会館

６月25日㈫ 南魚沼市図書館 多目的室

６月27日㈭ 塩沢公民館 講堂

平成30年度の「市長と市民の車座会議
ざっくばらん」の様子

平成30年度は通常開催のほか、
中学生を対象とした

ざっくばらん特別編を開催

みなさんの
参加をお待ち
しています！
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【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662
克雪住宅･宅地等消雪設備補助金

平成31年度の克雪住宅・宅地等消雪設備の補助金申請の受付けを開始します。克雪住宅（電気・ガス・
灯油などを使用した融雪式か耐雪式）と、宅地などへの消雪設備の設置が対象です。

事 業 名 克雪すまいづくり支援事業補助金 宅地等消雪設備普及促進事業補助金

対 象 と
な る 条 件

・市内に居住する人・居住が確定している人
が、市内に克雪住宅を新築・増改築・改良、
購入する場合

・地下水採取規制重点区域内の事業所などを
克雪化して新築・増改築・改良する場合

住宅用か事業用の宅地に消雪設備を設置す
る場合（地下水を利用した融雪式は対象外）

補 助 対 象
工 事 費 融雪施設設置など克雪化に要する工事費 宅地などへの消雪設備設置に要する工事費

補 助 率・
補助金の額

補助対象工事費の17.6％（千円未満切捨て）
［限度額44万円］

補助対象工事費の1/3（千円未満切捨て）
［限度額50万円］

補 助 対
象 区 域

住宅…市内全域
事業所…地下水採取規制重点区域内のみ 地下水採取規制重点区域のみ

予 定 戸 数 ７戸 １戸

工 事 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈫ 交付決定の日～ 12月31日㈫

申し込み方法

※地下水採取規制重点区域についてなど詳しくは、都市計画課にお問い合わせください

受付期間　４月１日㈪～ 11月29日㈮　（予定戸数に達し次第締め切ります）
窓　　口　都市計画課、大和・塩沢市民センター
必要書類　 共 通 　案内図、工事見積書、納税証明書、工事計画図、融雪方式の資料（カタログなど）

克雪すまい 　建築確認済証の写し（新築・増改築時）、家屋課税台帳登録証明書（改良時）、
立面図
追加書類 　次に該当する場合は、追加で添付してください

耐雪式：構造計算書の写し
併用住宅：全体面積と住居面積を記入した平面図（住居部分に着色）
一部克雪化：全体屋根面積と融雪面積を記入した屋根の平図面

　　　　　 宅地等消雪 　地番図、土地の所有者がわかる書類、賃貸借に関する書類
注意事項　 共 通 　・写真（着手前・工事中・完成）は実績報告に必要

・施工業者による数件分まとめての申請はご遠慮ください
・交付決定を受ける前に着手した工事は対象外
・地下水を利用した融雪式は対象外
・過去にこの補助制度やその他類似制度で、補助金の交付を受けた建物や敷地

は対象外
克雪すまい 　・一部克雪化の場合、克雪屋根部分の面積が3/5以上で、人力による屋根雪処

理が不要となるものが対象
・併用住宅は、住居部分が1/2以上の場合は住宅、1/2未満の場合は事業所と

する
・落雪式、落雪高床式は対象外
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【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662
新制度が始まります。子育て世帯には補助額が加算されます。

「みんな住
ス

マイル」改修補助金

住環境の向上と子育て世帯の定住促進を図るため、市内の施工業者が行う住宅のリフォーム工事に対し
て補助金を交付します。

従来の住宅リフォーム事業補助金を使用した人も、この制度で補助金を使用することができます。

補助対象者（すべてに該当）
・市内に住所がある（または交付申請年度内に市内に在住す

ることが確定している）
・対象住宅の所有者か、所有者の２親等以内の親族
・対象住宅に居住している（または居住することが確定して

いる）
・世帯員全員に市税の滞納がない
補助対象工事（すべてに該当）
・補助対象経費が50万円以上で、築１年以上経過した個人

住宅のリフォーム工事
※併用住宅は住居部分のみ対象（共用部分は面積按分）
・市内業者による施工
・補助金の交付決定以降の着工で、平成32年２月29日㈯ま

でに完了する工事
・他制度の補助金の対象となっていない
補助額
・一般世帯：10万円
・子育て世帯（中学生以下の子どもか妊婦のいる世帯）：
　15万円
申込み
　申請書（都市計画課、大和・塩沢市民センターに用意）に

記入し、必要書類を添付し申請してください。
※納税状況を確認するため、専用の納税証明書が必要です
受付期間
　４月15日㈪～ 26日㈮
申請窓口
　都市計画課、大和・塩沢市民センター
注意事項
・交付決定前に着手した工事は補助金の対象になりません
・予算額を超えた場合、抽選を行う場合あり
・補助金申請時に住宅の全景、工事か所の着手前の写真が

必要
・平成32年２月29日㈯までに実績報告書の提出が必要
・実績報告書に工事か所の着手前・工事中・完了後の写真、

工事請負契約書と領収書の添付が必要
※交付決定は５月中旬を予定しています

※工事内容で不明な点がある場合
は、事前にお問い合わせくだ
さい

・屋根のふき替えや塗装
・外壁の修繕や塗装
・壁紙、天井、床材などの張り

替え
・間取り変更、防音断熱工事
・浴室、台所などの水回り改修
・ディスポーザーの設置工事
・建具、畳、サッシなどの入れ

替え
・LED照明器具の設置

補 助 対 象 工 事 の 主 な 例

・家電製品
　（テレビ、エアコン、LED以外

の照明器具など）
・厨房製品
　（システムキッチン、流し台、

換気扇）
・衛生設備製品
　（ユニットバス、トイレ、給湯

器など）
・その他設備製品
　（カーテン、ボイラーなど）

補助対象外製品の主な例

・住宅と別棟の建物の工事
・外構に関する工事
・建物外部の下水道接続工事
・井戸に関する工事

補助対象外工事の主な例
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【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662
民間建築物アスベスト除去等支援事業

建築物の壁や柱、天井などに吹き付けられたアスベストの飛散による健康被害を予防し、生活環境の保
全を図るため、アスベストの含有調査に補助金を交付します。

対象となる
建 築 物

・市内の延床面積300㎡以上の建築物（国、地方公共団体などの所有建物を除く）
・過去にアスベスト含有調査などの補助金を受けていない

対象者要件 ・市税の滞納がない
※過去にこの補助制度で補助金を受けた所有者・管理責任者は対象外

内 容 アスベスト含有の可能性がある吹き付け建材へのアスベスト含有調査費用
補 助 率・
補助金の額 分析調査費の全額（千円未満切捨て）［１棟あたりの限度額25万円］

事 業 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈫

受付期間　４月１日㈪～ 10月31日㈭　※予定額に達し次第締め切り
必要書類　案内図、配置図、建物平面図（調査か所を明示）、現況写真（建物外観・調査か所）

アスベスト含有調査に係る費用の見積書の写し、納税証明書、家屋課税台帳登録証明書、所有
者・管理責任者がわかる書類、通帳の写し（口座番号、名義人のわかる面）

注意事項　・実績報告には、調査か所ごとの着手前・作業中・完了後の写真が必要
・交付決定前に着手した調査は対象外
・吹き付け建材の採取費用や、復旧にかかる費用と消費税は対象外
・建築物石綿含有調査者による調査が対象

※除去工事などについては、お問い合わせください

　市では、高齢者や障がい者が自宅で安心して暮らせるように、住宅を改修する費用の一部を補助します。
対象　市内に住所がある高齢者か障がい者（世帯員の前年収入合計額が600万円未満で、市税の滞納がな

いこと）
高齢者…おおむね65歳以上で、要介護か要支援認定を受けている
障がい者…身体障害者手帳１級・２級か療育手帳「Ａ」を持つ

※１世帯１回のみ
対象工事　対象者か親族が所有し、対象者が居住している住宅で、平成32年３月31日㈫までに完了する、

対象者の身体状況に適したものに改修する次の工事
　・玄関、廊下、居室、浴室、トイレなどの改修
　・段差解消機、階段昇降機、ホームエレベーターの設置 
※すでに着工している場合や、新築・建て替えは対象外（介護保険や障がい者の制度が優先されます）
補助金額　
・所得税非課税世帯：対象工事費（上限金額30万円を上回る場合は30万円）の75％
・所得税課税世帯：対象工事費（上限金額30万円を上回る場合は30万円）の50％
受付期間　４月１日㈪～ 12月27日㈮
必要書類　申請書（福祉課に用意）、内訳のわかる工事見積書、工事図面、着手前写真など

【問合せ・申込み】福祉課 高齢福祉係　☎773－6667　FAX：773－6723
高齢者・障がい者向け住宅整備費補助金の募集
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【問合せ】農林課 国土調査係　☎773－6740

小栗山・六日町地区の国土調査（地籍調査）を実施します

平成31年度は、小栗山・六日町地区の「国土調査（地籍調査）」を実施します。関係者のみなさんのご
理解とご協力をお願いします。

　５月中旬に説明会を予定しています。関係者の出席をお願いします。
　５月下旬から現地調査を予定しています。みなさんから現地で境界の立会い確認をしていただき、
調査が円滑に実施できるようにご協力ください。
調査の目的

土地の境界や地目・面積などを明確化することで、境界紛争を未然に防ぎ、個人財産の保護や土地
取引の円滑化が図れます。公共事業や街づくり、迅速な災害復旧にも役立ちます。

平成 31 年度 一筆地調査（現地立ち会い・測量）予定区域図

六日町
小栗山

六日町中学校

地域振興局

六日町駅

市民会館

市民病院
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南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」をめざし、活動してい
る地域住民やコミュニティ団体の取り組みを支援します。

【問合せ・申込み】南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市と湯沢町で組織）
事務局：南魚沼市役所 企画政策課　☎773－6672

（平成31年度事業を募集します）
南魚沼地域 ふるさと基金事業

対　象 ・地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業
・伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業

補助額 補助対象額の2/3以内（上限15万円）

予算枠 120万円

文化・芸術振興事業

対　象 ・南魚沼地域内外から集客があり、地域の活性化を図るイベント
・地域の広域的なまちづくり活動

補助額 補助対象額の2/3以内（上限は50万円）

予算枠 総額400万円（大和地域、六日町地域、塩沢地域、湯沢町に各100万円）

地域創生支援事業

対　象
団体が行う、快適でうるおいのある地域をつくりあげるためのコミュニティ活動
対象外の事業
・飲食・物販など、一過性のイベントを目的とした事業
・行政区単位・旧村単位などで例年行っている地域独自のイベントや祭礼

補助額
補助対象額の2/3以内（上限10万円）
※補助回数が多い団体は、補助額が減額または対象外となります

［４回目：2/3、５回目：1/2、６回目以上：対象外］

予算枠 50万円

ふるさとコミュニティ支援事業

申請方法
対 象 団 体　活動の拠点が南魚沼地域にある団体
補助対象額　事業に係る費用から事業収入・寄付金などを差し引いた額
提 出 書 類　申請書を企画政策課〔南魚沼市役所〕に提出
締 切 り　４月24日㈬必着
※書類審査を行い、審査結果を５月下旬にお知らせします
　申請書は、南魚沼市役所 企画政策課、大和・塩沢市民センター、湯沢町役場 企画政策課
　（南魚沼市ウェブサイトからダウンロード可。「南魚沼市　ふるさと基金」で検索）

その他、協議会で取り組む事業（予定）
・幼児児童健全育成事業（南魚沼地域内の保育園・小学校での絵本の読み聞かせの取り組み）
・広域交流ミーティングパーティー事業（未婚の男女に出会いの場を提供する取り組み）
※ミーティングパーティーの主催・運営を希望する団体からの相談を受け付けます
・国際観光推進事業（国際観光を推進する事業を支援）
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【問合せ・申込み】農林課 農地林務係　☎773－6663

【問合せ・申込み】商工観光課 観光交流班　☎773－6665

木質バイオマスストーブ等設置補助金事業

南魚沼市観光事業補助金

市では、環境負荷の少ない新エネルギーの導入促進と木材の利用拡大による地球温暖化対策をさらに推
進するため、平成31年度より要綱を一部改正し、ペレットストーブやペレットボイラーに加え、新たに
薪ストーブの設置経費に対しても補助金を交付します。
受付期間　５月７日㈫～６月７日㈮
対象者（すべてに該当）
・市内に住所があること（または、交付申請年度内に市内に在住することが確定している）
・市税に滞納がないこと
補助対象　
・設置場所が市内であること
・木質ペレットや間伐材、薪などを燃料とするストーブとボイラーの本体
・必要な付帯資材（排気管など）と設置に係る経費（設置工事費や運搬費　　

など）
　※中古品や装飾品類、掃除器具などは対象外
補助金額（千円未満切捨て）
・予算額100万円
・個人住宅または事業所の場合　対象経費の１/４以内の額（上限10万円）
・地域住民の利用する集会施設や農林業施設に設置する場合　対象経費の1/3以内の額（上限15万円）
申込み　申請書（農林課、大和・塩沢市民センターに用意、市ウェブサイトからダウンロード可）に記入

し、見積書などの必要書類を添付してお申し込みください。
※申請年度につき１台までの申請
申請窓口　農林課、大和・塩沢市民センター
注意
・予算額を越えた場合は担当課で抽選を行います。
・交付決定前の事業着手は対象外
・設置完了後30日以内または平成32年２月28日㈮のいずれか早い日で実績報告書の提出が必要

木質バイオマスは、
木材に由来する再生可
能な資源です。（薪・
木炭・チップ・ペレッ
トなど）

多様化する観光需要に柔軟に対応し、観光振興を図るための事業などに要する経費に対し、予算の範囲
内で補助金を交付します。
交付対象　観光振興を目的とする、市が認める団体
交付の条件　・観光誘客事業である
・補助事業に係る経理は、他の経理と明確に区分している
・事業費が補助金の２倍以上である
補助金の上限額　100万円

特別な事情がある事業を除き、10年以上（旧町期間を含む）補助金の交付を受けている事業は、申請
をご遠慮ください。
受付期間　４月15日㈪～５月20日㈪
必要な書類　事業実施計画書　※申請書は、商工観光課まで（市ウェブサイトからダウンロード可）
選定方法　南魚沼市観光事業補助金選定委員による選定
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【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662

木造住宅「耐震化支援」事業補助金

昭和56年６月以前に建てられた木造住宅は、現在の耐震基準を満たさず、耐震性が低いものが多いと
いわれています。市では、地震による建物被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、木造住
宅の耐震診断や耐震改修工事にかかる費用の一部を補助します。

対象　次の条件すべてに該当する住宅
・市内に所在する個人所有の一戸建て
・現に居住しているか、居住することが確定
　（併用住宅も対象）
・昭和56年５月31日以前に着工
・壁・柱・床・屋根、その他の主要部分が木造
診断内容　①現地調査 ②耐震診断 ③診断報告書

の作成（補強アドバイスを含む）
※主に内外観や図面の確認で診断を行います
補助金額（一般診断法による耐震診断）

※精密診断、仕上げを撤去する調査は対象外
募集戸数　５戸（先着順）
受付期間　４月１日㈪～ 11月29日㈮

対象　次の条件すべてに該当する住宅
・市の実施する耐震診断を受けた
・耐震診断の評点が1.0未満
・現に居住しているか、居住することが確定
　（併用住宅も対象）
対象費用
・耐震改修工事の費用
・耐震改修工事を行うために必要な壁などの撤

去・復旧などの費用
・設計・工事監理に要する費用
※耐震診断の評点が1.0以上になる耐震改修工事

で、市に登録のある診断士が設計、工事監理を
行う工事が対象。リフォーム工事などの費用は
対象外

補助金額　耐震改修に要する費用の1/3
　　　　　（上限65万円）
募集戸数　２戸（先着順）
受付期間　４月１日㈪～ 10月31日㈭

延床面積 診断に
要する費用 市補助額 自己

負担額
70㎡以下 70,000円 60,000円 10,000円
70㎡超～
175㎡以下 80,000円 65,000円 15,000円

175㎡超～ 100,000円 80,000円 20,000円

木造住宅の耐震診断～耐震性が気になる人～

耐震診断・耐震改修ともに、都市計画課、大和・塩沢市民センターに申請してください

木造住宅の耐震改修～改修を検討中の人～

【問合せ・申込み】環境交通課　☎773－6666

高齢者運転免許証自主返納支援事業

４月１日㈪から、支援内容にタクシー利用券が追加しました。この機会に運転免許証の返納を考えてみ
ませんか？
対象　65歳以上で市内に住所があり、有効期間内にすべての種類の運転免許証を返納した人
支援（いずれかを選択）　　※支援は１人１回のみ
・市民バス回数券　10,000円分
・越後交通㈱バス回数券　10,000円分
・市民バス回数券と越後交通㈱バス回数券　各5,000円分
・タクシー利用券　10,000円分
申込み　運転免許証を南魚沼警察署交通課で返納した際に交付される「申請による運転免許の取消通知書」

を総合窓口（本庁舎）に持参し、申請してください
締切り　免許証返納日から６か月以内
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【問合せ・申込み】環境交通課　☎773－6666

消雪用井戸降雪検知器設置費補助

消雪用井戸の降雪検知器設置に対する費用を補助します。
条件（すべてに該当）
・市内に消雪用井戸を設置している個人・団体で、当該井戸に新たに補助対象機器を設置する
・市税の滞納がない
補助対象機器　・間欠運転機能付き降雪検知器
・インバーター制御機能付き降雪検知器
・切りタイマー機能付きタイムスイッチ
補助額　消費税を除く機器設置対象経費の２分の１以内（上限10万円）
受付期間　１次募集：４月１日㈪〜10月31日㈭　２次募集：11月１日㈮〜
申請　工事着手前に申請してください
申請窓口　環境交通課、大和・塩沢市民センター
締切り　１次募集期間内に、予算額に達し次第受付けを終了し、２次募集は行いません

【問合せ・申込み】介護保険課 介護保険係　☎773－6675

介護人材確保緊急支援事業補助金

市内介護サービス事業所への就職希望者と市内介護サービス事業所の勤務者を対象に、介護職員初任者
研修または介護職員実務者研修の受講料を補助します。市内介護サービス事業所への就職促進と介護人材
の確保、介護職員の資質向上を支援することを目的としています。
受付期間　４月１日㈪～補助対象研修の修了式まで（先着順で予算額に達し次第締め切り）
補助対象の研修　介護職員初任者研修、介護職員実務者研修
申請対象者（すべてに該当）
・介護職員として市内の介護サービス事業所に就職を希望しているか、市内の介護サービス事業所に勤務

している
・介護職員初任者研修か介護職員実務者研修を受講すること
・市町村民税を滞納していないこと
・過去にこの補助金の交付を受けていないこと
補助額
・介護職員初任者研修：受講料の全額（1,000円未満の端数切捨て）
・介護職員実務者研修：受講料の1/2（1,000円未満の端数切捨て）
※受講料には消費税、振込手数料、テキスト代、交通費などを含まない。この補助金以外の補助金の交付

を受ける場合は、当該補助金の額を研修受講料の額から控除する
申請窓口　介護保険課、大和・塩沢市民センター
必要書類
　申請書（申請窓口に用意）、受講申込書の写し、納税証明書
※研修終了後に報告兼請求書、受講料の領収書の写し、修了証の写しなどを提出する必要あり
補助金の返還を求める場合

就職希望者：原則として研修終了後３か月以内に市内介護サービス事業所へ就職できなかった場合
　　　　　　市内介護サービス事業所に就職した日から６か月以内に正当な理由がなく、退職した場合
市内介護サービス事業所勤務者：研修修了式終了後６か月以内に正当な理由がなく、退職した場合
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【
問
合
せ
】福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�
☎
７
７
３

−

６
６
６
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

−

6
7
2
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【
問
合
せ
】

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

�

☎
７
７
３

−

６
６
７
５

【
問
合
せ
】市
民
課 

市
民
係

�

☎
７
７
３

−

６
６
６
１

障
が
い
者
差
別
解
消
法
を
ご
存
じ

で
す
か

介
護
保
険
料
の
算
定
・
決
定
通
知

書
の
送
付

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

停
止
し
ま
す

障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
平
等
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平

成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は

障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人
だ
け
で
は
な

く
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
（
発
達
障
が
い
を
含
む
）、
そ
の

ほ
か
心
身
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、
障

が
い
や
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
に
よ
っ
て

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
て
い
る
人
で
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
」
と

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は
「
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
」
を
禁
止
し
、「
合
理
的

配
慮
の
提
供
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

正
当
な
理
由
な
く
障
が
い
が
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
る

よ
う
な
行
為
で
す
。

具
体
例

・「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
も
ら
え

介
護
保
険
料
の
算
定

保
険
料
は
、
世
帯
状
況
や
市
民
税
の
課

税
の
状
況
、
平
成
30
年
１
月
１
日
～
12
月

31
日
の
年
金
の
収
入
額
、
所
得
金
額
か
ら

算
定
し
ま
す
。

納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

平
成
30
年
度
の
保
険
料
を
年
金
天
引
き

で
納
め
て
い
た
人
や
、
４
月
か
ら
年
金
天

引
き
が
始
ま
る
人
が
対
象
で
す
。
特
別
徴

収
に
は
仮
徴
収
と
本
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

前
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
、
仮
算
定

し
た
額
で
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
こ

の
措
置
は
、
納
付
回
数
を
増
や
す
こ
と
に

電
子
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
・
印

鑑
証
明
・
所
得
証
明
な
ど
の
証
明
書
が
発

行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

停
止
日

　

４
月
９
日
㈫
～
11
日
㈭
（
終
日
）

な
い
、
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
な
ど

・
入
店
時
に
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る

と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
た

国の行政機関・
地方公共団体など 民間企業など

不当な差別的
取扱い 禁止 禁止

合理的配慮 法的義務 努力義務

「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の提供」

よ
り
、
１
回
当
た
り
の
納
付
額
を
低
く
抑

え
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

本
徴
収（
10
月
・
12
月
・
平
成
32
年
２
月
分
）

平
成
31
年
度
保
険
料
の
決
定
額
か
ら
、

仮
徴
収
の
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
３
回

に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や
転
入
し

た
ば
か
り
の
人
、
年
金
受
給
額
が
18
万
円

未
満
の
人
な
ど
、
年
金
天
引
き
の
要
件
に

当
て
は
ま
ら
な
い
人
が
対
象
で
す
。

保
険
料
は
６
月
～
平
成
32
年
３
月
の
10

回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
・
５
月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
通
知
書

平
成
31
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
は
、
６
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

合
理
的
配
慮
と
は

合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
か

ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い

る
」
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時
に
、
負

担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
配
慮

の
こ
と
で
す
。

具
体
例

・
車
い
す
利
用
者
が
、
建
物
の
入
り
口
に

段
差
が
あ
り
進
め
な
い
場
合
、
可
動
式

の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

・
意
思
を
伝
え
あ
う
た
め
に
、
絵
や
写
真

な
ど
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
を
使
う

※
福
祉
課
窓
口
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
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【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎773−6660

一日前プロジェクト 災 に害 備 えて

まさかここに地震が来るなんて…

体が横に飛んだという感じでしたね。何回も行ったり来たりの大きな揺れがありました。よく地
震が来たらどこかに入れとか言いますが、もうそんな余裕はなかったです。モノというモノは全部、
落下しました。不思議とからだにぶつからなかったので、ケガはしませんでしたが「運がよかった」
のひと言です。

このあたりは、専門家の人たちも災害のないところと言っていたので、わたしたちも地震に対し
て全く注意していませんでした。それが突然に来たわけです。

地震の揺れは局地的でしたね。こことすぐ下の集落と、さらにまたその向こうと全然違うんです
よ。同じ地域でも家がどっち向きに建っていたとか、地盤がどういうところに立っていたかで全然
壊れ方が違うし、まったく被害のないところもありました。

あとで調査に来た専門家の人たちが言っていたのは、加速度（地震の
揺れの規模）がすごく大きかったということなんですよね。うちの木の
ドアとその上の敷居との間も２、３ミリしかあいてないんですけれども、
それらがぶつかってついたと思われる跡が２か所、敷居にはっきりとつ
いています。

絶対に地震が起こらない地域なんてないんだなと、今はそう思います。

岩手・宮城内陸地震［平成20年６月］（栗原市　災害当時50代 男性）

【
問
合
せ
】建
設
課 

維
持
管
理
班

☎
７
７
３

−

６
６
７
４

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド

魚
野
川
の
二
日
町
橋
～
泉
田
橋
の
両
岸

道
路
が
「
ふ
れ
あ
い
魚
野
川
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
と
し
て
全
線
の
舗
装
工
事
が

完
了
し
、
周
回
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

の
健
康
づ
く
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

周
回
道
路
は
国
道
２
９
１
号
の
歩
道
や

市
道
・
河
川
管
理
道
路
で
、
一
般
車
両
の

通
行
も
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
な
ど
に
注

意
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

周
回
道
路
は
、
ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
新
潟
県
南
魚
沼
地
域
振
興
局
が
整

備
し
た
も
の
で
す
。

【
参
考
コ
ー
ス
例
】

・
六
日
町
大
橋
～
美
佐
島
橋

　

一
周　

約
３
・
７
㎞

・
六
日
町
大
橋
～
二
日
町
橋

　

一
周　

約
５
・
４
㎞

・
美
佐
島
橋
～
泉
田
橋　

　

一
周　

約
６
・
８
㎞

・
二
日
町
橋
～
泉
田
橋

　

一
周　

約
８
・
５
㎞

二日町橋至 五日町
至 城内

美佐島橋

美佐島トンネル

坂戸橋

至 塩沢
▲ 坂戸山

銭淵公園

泉田橋

六日町大橋

魚
　野

　川

JR 六日町JR 六日町駅

N

291

17

ふれあい魚野川
ウォーキングロード
位置図
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蔵
書
点
検
（
臨
時
休
館
）

年
１
回
の
蔵
書
点
検
と
整
理
の

た
め
、
右
記
の
と
お
り
臨
時
休
館

し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

４
月
23
日
㈫
～
５
月
12
日
㈰
は

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

今
年
（
第
61
回
）
の
標
語
は
「
ド

は
読
書
の
ド
♪
」
で
す
。

期
間
中
、
図
書
館
で
は
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
、
お
す
す
め
本
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

小
学
生
お
す
す
め
１
０
０
冊

総
選
挙

　

図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
「
小

学
生
の
お
す
す
め
本
リ
ス
ト
」

１
０
０
冊
の
中
か
ら
好
き
な
本
を

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
順
位
を
６

月
中
旬
に
発
表
し
ま
す
。

投
票
期
間

　

４
月
23
日
㈫
～
５
月
30
日
㈭

対
象　
小
学
生

投
票
場
所　
図
書
館
、
大
和
・
塩

沢
図
書
室

本
の
木
を
育
て
よ
う
！

　

お
す
す
め
本
や
好
き
な
本
を

葉
っ
ぱ
の
形
の
カ
ー
ド
に
書
い

て
、
そ
れ
を
「
本
の
木
」
に
貼
り

出
し
ま
す
。
み
ん
な
で
本
の
木
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

期
間

　

４
月
23
日
㈫
～
５
月
30
日
㈭

対
象　
幼
児
～
中
学
生

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
キ
ン
バ
イ
コ
ウ
ダ
ン
①
」

（
約
１
１
４
分
）

図
書
館
の
新
春
講
談
に
出
演
い

た
だ
い
た
講
談
師
「
宝
井
琴
梅
」

さ
ん
の
講
談
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
４
月
11
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
54
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
高
齢
者

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
４
月
14
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
手
遊
び
、
手
袋
人
形
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
、
紙
芝

居
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や

　

乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
大
集
合
！

腹
話
術
人
形
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」

が
や
っ
て
く
る
よ
。
み
ん
な
、
こ

う
ち
ゃ
ん
と
友
達
に
な
っ
て
ね
。

日
時　
４
月
20
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
と
も
だ
ち
」

内
容　
腹
話
術
「
と
も
だ
ち 

こ

う
ち
ゃ
ん
」、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
春
が
き
た
」、
読
み
聞
か
せ
、、

本
の
紹
介
ほ
か

対
象　

　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

　

も
う
す
ぐ
こ
ど
も
の
日
。
色
鮮

や
か
な
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
。

日
時　
４
月
26
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
工
作
な

ど
対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

魚
沼
市
と
連
携
協
定
を
締
結

し
、
お
互
い
の
図
書
館
が
利

用
で
き
ま
す

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
魚
沼

市
の
図
書
館
が
広
域
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
に
は
、
登
録
が
必
要
で

す
。
各
図
書
館
の
利
用
ル
ー

ル
に
従
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。登

録
に
は
、
住
所
と
本
人

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る

　
　
魚
沼
市
の
図
書
館

・
小
出
郷
図
書
館

・
広
神
図
書
室

・
堀
之
内
公
民
館
図
書
室

・
守
門
公
民
館
図
書
室

・
入
広
瀬
公
民
館
図
書
室

問
合
せ　
図
書
館

　

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

月～金9：30～20：00（土日 19：00まで）
休館：５日㈭、15日㈪〜19日㈮※

南魚沼市

☎777-4671　火～日  9：00～19：00　休館：
月曜日（祝日の場合は翌日）9日㈫〜12日㈮※

大　和

☎782-0100　9：00～20：00（月土日 17：00
まで）休館：１日㈪～５日㈮※
※蔵書点検のため臨時休館です

塩　沢

４月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773︲6677

みんなの図書館

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

３
月
22
日
㈮
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

４
月
19
日
㈮
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

まなびのひろば
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儀礼用カヌー、精霊像、精霊堂の模型、祖霊の仮面、
割れ目太鼓、食器、腕輪、ペンダント、ストーリー
ボード、漁労具、槍など貴重で独特な作品約60点を
展示します。

セピック・アート（造形美術）の世界
初代歌川豊国生誕250周年を記念し、喜多川歌麿、

歌川国芳らの美人画を展示します。
吉田博らが描く、春をテーマにした風景画も共に

展示します。春の情景と伝統的な日本の美を感じて
みませんか。

春の情景と美人画展

城内さんぽ～ふるさと歳時記～ 　城内の歳時記を井
口亘

わたる

さん（城内出身）のイラストで紹介します。
市民ギャラリー 　「鈴木快秀（号：大

た い か

嘉）新旧書作展」

ラウンジ展 ４月 ［観覧無料］

富岡惣一郎　没後25周年「トミオカホワイトの世界」
期間　７月16日㈫まで
　自分だけの作風を生涯貫き通し、雪や自然の美し
さ、厳しさ、優しさを油絵で表現した富岡作品を年
代順に展示。画集「トミオカホワイトの世界」に収
録された作品の多くを実際に観ることができます。

☎775-3646　℻ 775-3650　URL http://www.6bun.jp/white/
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館9：00～17：00 （入館終了16：30） 

４月の休館：毎週水曜日

市民無料の日:８日㈪、18日㈭、28日㈰　

☎・℻ 782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
¥  大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

４月の休館：２日㈫、９日㈫、16日㈫、23日㈫

北越雪譜いろはかるたから
　「北越雪譜いろはかるた」を順に紹介します。

（いは市報１月１日号に掲載）
い「ろ」は に ほ へ と
　「論じても論じても　毎年毎年
雪は降る」
　大昔から今まで、越後に雪が降
らなかったことなどない…

南魚沼市民会館

☎773-5500　℻ 772-8161
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15
４月の休館：１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪

布
ほていともやす

袋寅泰　H
ホ テ イ
OTEI L

ラ イ ブ
ive I

イン
n J

ジ ャ パ ン
apan 2019

〜G
ギ タ リ ズ ム
UITARHYTHM Ⅵ T

ツ ア ー
OUR〜

日本を代表するギタリスト布袋寅泰が10年ぶりに
南魚沼に登場。極上のロックサウンドをお楽しみく
ださい。
日時　６月26日㈬　18：30 ～
（開場17：45）

会場　市民会館 大ホール
チケット　全席指定
　前売り8,000円
※３歳未満は入場不可
　（３歳以上有料）
　子どもの会場における安全

責任は、同行保護者に負っていただきます
発売日　４月14日㈰から市民会館と会館プレイガイ

ドで発売。賛助会員は４月７日㈰から市民会館で
先行発売。

☎ 780-4080　℻ 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp
¥  一般500円／高校生以下（無料）

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

４月の休館：毎週水曜日、4日㈭、5日㈮、25日㈭、26日㈮

BBMスポーツカードショー2019春の陣
日時　４月７日㈰　10：00～15：00
　県内外からスポーツカードファンが集まるイベン
ト。スポーツカードの交換会や福袋の販売があります。

宇賀治徹男水彩画展～農村で見つめて50年～
期間　４月６日㈯～23日㈫
　三条市在住で、示現会会
員の宇賀治徹男さんの個展
です。
ギャラリートーク
日時　４月６日㈯、13日㈯
　　14：00～15：00

宇
賀
治
徹
男「
堤
外
地（
草
紅
葉
）」

２
０
１
２
年

まなびのひろば

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

☎ 783-4500 ℻ 783-3388 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/

４月は毎日開館します

企画展　期間　６月12日㈬まで
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【
問
合
せ
】保
健
課 

保
健
業
務
班

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
ど
も
の

育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
や
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の

集
ま
り
で
す
。
月
１
回
開
催
し
、
情
報
交

換
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
士

が
い
る
の
で
、
子
ど
も
と
一
緒
の
参
加
も

安
心
で
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

４
月
22
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

会
場　
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」〔
イ

オ
ン
六
日
町
店
専
門
店
館
〕

内
容　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
（
発
達
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
子
育
て
を
経
験

し
、
相
談
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
た
保
護
者
）
と
話
を
し
よ
う

５
月
20
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

会
場　
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

内
容　
就
学
相
談
、
就
学
後
の
支
援
に
つ

い
て
（
学
校
教
育
課 

指
導
主
事
の
講
話
）

６
月
17
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

　
（
現
地
集
合　

午
前
10
時
）

会
場　
市
立
総
合
支
援
学
校

内
容　
市
立
総
合
支
援
学
校
の
見
学

参
加
者
の
声　
「
安
心
し
て
日
ご
ろ
の
悩

み
や
、
思
い
を
話
す
こ
と
が
で
き
た
」

「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
な
ど

郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
�
で
は
、
南
魚

沼
の
ち
ょ
っ
と
昔
の
冬
の
風
景
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
春
先
の
風
景
を
紹

介
し
ま
す
。

①
春
と
と
も
に
農
家
で
は
、
と
て
も
忙

し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
特
に
苗
代
・

田
植
え
の
時
期
に
な
る
と
、
家
族
は
総

出
で
、
あ
る
い
は
隣
近
所
、
仲
間
と
協

同
で
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

期
に
は
、
各
地
で
農
家
の
繁
忙
期
を
中

心
に
「
季
節
保
育
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

写真①

昭
和
38
年
の
季
節
保
育
所
は
、
４
月

15
日
か
ら
津
久
野
、
麓
な
ど
で
は
、
他

の
地
区
よ
り
も
早
く
開
設
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
繁
忙
期
に
子
ど
も
た
ち
の
面
倒

見
て
く
れ
る
た
め
人
気
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
開
設
期
間
が
短
か
い
こ
と
が
母

親
た
ち
の
大
き
な
悩
み
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
公
設
の
保
育
所
の

開
設
が
増
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

②
江
戸
時
代
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
い

う
伝
統
野
菜
「
大
崎
菜
」
の
出
荷
の
最

盛
期
は
、
３
月
初
旬
か
ら
彼
岸
前
後
の

約
１
か
月
間
だ
そ
う
で
す
。（
昭
和
34

年
当
時
）

写真②

昭
和
34
年
は
小
雪
、
暖
冬
で
一
気
に

出
荷
が
始
ま
り
、
一
日
に
千
束
も
出
荷

す
る
農
家
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
年
は
一
束
10
円
前
後
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

③
農
家
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
春
作
業
に
味
噌
造
り
が
あ
り
ま

す
。
味
噌
造
り
は
、
春
先
の
雪
消
え
前

に
庭
先
で
始
ま
り
ま
す
。
豆
を
と
ろ
火

で
半
日
〜
一
日
か
け
て
煮
て
、
煮
あ

が
っ
た
豆
を
潰
し
、
手
ま
り
ほ
ど
に
丸

め
て
味
噌
玉
を
造
り
ま
す
。
味
噌
玉
は

囲
炉
裏
の
上
の
ダ
ナ
に
つ
り
下
げ
ら
れ

ま
す
。
15
日
ほ
ど
で
、
味
噌
色
に
色
づ

き
、風
味
が
増
し
て
く
る
と
い
い
ま
す
。写真③

味
噌
玉
造
り
は
、
昭
和
40
年
代
初
め

に
は
、
す
で
に
見
か
け
る
こ
と
は
少
な

く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

④
春
の
山
作
業
で
は
、
残
雪
と
大
型
の

橇そ
り

を
利
用
し
て
、
切
り
倒
し
た
大
木
を

木
材
と
し
て
運
び
出
す
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
行
う
の
は
、
消

雪
後
で
は
時
間
、
労
力
、
経
費
が
か
さ

む
た
め
で
す
。

写真④

《
参
考
資
料
》「
魚
沼
新
報
」

写
真
は
個
人
所
有

77

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 
郷
土
史
編
さ
ん
係

☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

まなびのひろば
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949−6611 南魚沼市坂戸372ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773−6620　スポパラ☎773−3210

ディスポート南魚沼

４月の休館日：１日㈪、
８日㈪、15日㈪、22日㈪

南魚スポーツパラダイス　参加者募集 トレーニングマシン使用法講習会 

南魚沼市体育施設

第１期　スポーツチャンバラ教室

総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイ
ス（スポパラ）は、年会費6,170円でさまざまな教
室が「無料」「割引価格」で受講できます。

あなたもスポパラ会員になって教室に参加し、楽
しみながら健康増進に励みませんか？

油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシンは、
どなたでも簡単に利用できます。
日時　４月14日㈰　12:00 ～ 13:30
対象　中学生以上
定員　６人（先着）
受講料　会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

小栗山サンスポーツランドのオープンは、スケー
トパークを含め４月27日㈯を予定しています。

スケートパークの利用にあたり、シーズン券の先
行申込受付を行います。詳しくは、ディスポート南
魚沼ウェブサイトをご覧ください。

屋外体育施設は雪消えの状況により順次オープン
します。整備状況・オープン予定日などは、ディス
ポート南魚沼にお問い合わせください。

空気の入った剣を使って戦おう！子どもも大人
も、みんなで楽しくチャンバラ！
日時　５月７日、14日、21日、28日、６月４日の

火曜日（全５回）19：00 ～ 20：00
対象　小学１年生以上
定員　10人（先着）
受講料　会員：無料、一般：4,110円
受付開始　４月２日㈫　９：00 ～
申込み　ディスポートに設置の申込書を記入し、料

金を添えてフロントにお申し込みください。定員
に達し次第締め切ります（電話での受付はできま
せん）

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３
－
６
６
７
７

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
あ
な
た
の
力
を
地
域
の

た
め
に
～

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
大
和
公
民
館

☎
７
７
７
－
４
６
７
１

　
浦
佐
菊
花
会
（
峰
村
）

☎
７
７
７
－
２
１
５
０

菊
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

図
書
館
で
は
、
本
の
整
理
や
読

み
聞
か
せ
事
業
の
手
伝
い
な
ど
の

活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容

①
書
架
整
理

本
が
決
め
ら
れ
た
場
所
に
あ
る

か
確
認
、
整
理
し
ま
す
。

②
読
み
聞
か
せ

幼
児
、
児
童
向
け
の
読
み
聞
か

せ
事
業
を
職
員
と
一
緒
に
行
い
ま

す
。

③
イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

準
備
や
運
営
な
ど
を
一
緒
に
行
い

ま
す
。

申
込
み　
申
込
書
に
記
入
し
、
図

書
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

秋
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
菊

花
の
つ
く
り
方
を
、
わ
か
り
や
す

く
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。

期
間　
５
月
～
11
月
（
月
１
回
、

２
時
間
程
度
）

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　
大
菊
の
鉢
栽
培
（
実
習
）

講
師　
魚
沼
菊
花
会
・
浦
佐
菊
花

会
費
用　
５
０
０
円
（
教
材
用
の
菊

苗
・
資
材
費
を
含
む
年
額
）

締
切
り　
４
月
30
日
（
火
・
祝
）

（
初
回
は
５
月
10
日
㈮
）

※
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
後
日
、

申
込
者
に
連
絡

まなびのひろば
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【
問
合
せ・申
込
み
】子
ど
も・

　
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

−

６
６
１
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

開
催

「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取

れ
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
感
じ
方

に
触
れ
な
が
ら
、
人
と
交
流
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
18
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
人

締
切
り　
４
月
16
日
㈫

申
込
み　

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〈
参
加
者
の
感
想
〉

ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
不
安
で

し
た
が
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
最
後
ま

で
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
券
の
送
付

【
問
合
せ
】保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

平
成
31
年
度 

住
民
健
診

【
問
合
せ
】保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

５
月
か
ら
住
民
健
診
が
始
ま
り

ま
す
。

対
象
の
行
政
区
・
日
程
な
ど
は
、

今
号
と
同
時
配
布
の
住
民
健
診
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
健
友
館
会
場
で
は
、
合
同
健
診

と
婦
人
検
診
を
同
日
に
実
施
し

ま
す
（
他
の
健
診
会
場
は
、
別

日
程
）

健
診
の
流
れ

①
通
知
書
の
送
付

健
診
日
の
約
１
か
月
前
に
、
実

施
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
受
付

時
間
や
料
金
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
申
込
み
が
な
い
と
実
施

通
知
書
を
郵
送
し
ま
せ
ん
）

②
健
診
日
の
変
更
、
健
診
項
目
の

追
加
・
取
消

健
診
日
の
変
更
な
ど
は
、
保
健

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
健
診
当
日
～
結
果
送
付

質
問
票
を
記
入
し
、
健
診
時
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
は
、

１
か
月
～
１
か
月
半
後
に
郵
送
し

ま
す
。

※
社
会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者

（
40
～
74
歳
）
で
、
特
定
健
診

を
市
の
健
診
会
場
で
受
診
す
る

人
は
、
加
入
す
る
保
険
者
（
協

会
け
ん
ぽ
な
ど
）
か
ら
送
付
さ

れ
た
特
定
健
康
診
査
受
診
券
と

保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
取
り

消
し
た
場
合

実
施
通
知
書
に
同
封
の
検
便
容

器
を
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

返
却
先　
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
健
診
会
場

○
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。
申
込
み
忘
れ
た
場
合
や
受

診
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な

ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

２
期
の
接
種
券
送
付

対
象
者
（
年
長
児
）
に
、
麻
し

ん
風
し
ん
予
防
接
種
２
期
の
予
診

票
兼
接
種
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

接
種
期
限
は
平
成
32
年
３
月
31

日
㈫
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※
医
療
機
関
に
予
約
後
、
母
子
健

康
手
帳
と
予
診
票
兼
接
種
券
を

持
参
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い

風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
助
成

妊
婦
の
風
し
ん
感
染
を
予
防

し
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
婦
の
夫
か
、
同
居
の
家
族

③
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫
か

同
居
の
家
族
で
、
抗
体
検
査
の

結
果
、
抗
体
価
が
低
い
場
合

助
成
・
接
種
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
平
成
32
年
３
月

31
日
㈫

助
成
（
限
度
）
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　

４
，
０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

６
，
０
０
０
円

※
各
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
１

／
３
相
当
は
、
個
人
負
担

助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

い
っ
た
ん
、
医
療
機
関
で
全
額

を
支
払
い
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
医
療
機
関
の
領
収
書
と
接
種
済

証
、
印
鑑
、
口
座
番
号
が
必
要
）

※
対
象
者
が
③
の
場
合
、
抗
体
価

を
証
明
で
き
る
書
類
も
必
要

申
請
窓
口　
保
健
課
、
子
育
て
支

援
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー

平
成
31
年
度
に
新
た
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
対
象
と
な

る
人
に
、
接
種
券
を
送
付
し
ま
し

た
。

対
象４

月
１
日
㈪
～
平
成
32
年
３
月

31
日
㈫
の
間
に
、
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０

０
歳
に
な
る
人
と
１
０
０
歳
以

上
の
人
で
、
こ
れ
ま
で
に
高
齢

者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人

以
前
送
付
し
た
ピ
ン
ク
色
の
接

種
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
今
回

は
み
ど
り
色
の
接
種
券
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

特
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
平

成
30
年
度
中
に
接
種
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
平
成
31
年
度
の
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
申
請
窓
口
ま
で
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）

けんこうひろば
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【問合せ】 城内診療所　☎775−2009

【４月から診療体制が変わります。ご注意ください】
◆堀内先生の診療日は毎月第１金曜日となります。
※水曜日は担当医師が変わる場合があります（髙﨑先生の診療は３月で終了しました）

受付・診療時間 午前：月曜～土曜　〈受付〉  8：30〜11：30　〈診療〉  9：00〜
午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30〜16：00　〈診療〉14：00〜

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ◆５日 ６日 ７日
髙　橋 田　中 ※髙　橋 髙　橋 堀内・髙橋 ▲休　診 休　診
８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日

髙　橋 田　中 ※田　中 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休　診
15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

髙　橋 田　中 ※ 髙　橋 髙　橋 髙　橋 ▲休　診 休　診
22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日

髙　橋 田　中 ※髙　橋 髙　橋 髙　橋 ▼休　診 休　診
29日 30日 ▲第１、第３土曜日は休診となります。

▼27日の第４土曜日は医師の都合により休診となります。休診（祝日） 休診（休日）

４月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
】法
務
局
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２

−

２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

対
象

・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
な
ど
）、

親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み

ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人

差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

４
月
14
日
㈰
開
催

会
場　
塩
沢
庁
舎
２
階

　

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

４
月
18
日
㈭
開
催

会
場　

広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
今
泉
〕

共
通
事
項

時
間　
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
時
間　

午
後
１
時
～
３
時
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
阿
部
正
廣
〔
島
新
田
〕

・
髙
橋
文
子
〔
中
子
新
田
〕

・
野
口
里
加
子
〔
上
田
掛
之
下
〕

【
問
合
せ
】保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

食
育
の
風
～
栄
養
成
分
表
示
を
見

て
い
ま
す
か
？
～

「
南
魚
沼
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
食
育
推

進
計
画
」
で
は
、
食
品
の
栄
養
成
分
表
示

を
参
考
に
す
る
人
の
増
加
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

健
康
増
進
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
外

食
を
ほ
ぼ
毎
日
１
回
以
上
す
る
人
が
50
歳

代
男
性
で
最
も
多
く
22
・
１
％
と
な
っ
て

お
り
、
女
性
で
は
週
２
～
５
回
外
食
す
る

人
が
多
く
30
歳
代
で
25
・
０
％
で
し
た
。

ま
た
、
調
理
済
み
食
品
を
購
入
し
て
自
宅

で
食
べ
る
「
中
食
」
な
ど
食
生
活
は
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
栄
養
成
分
表
示
を
参
考

に
し
て
い
る
人
の
割
合
は
60
・
２
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
調
査
結
果
）

栄
養
成
分
表
示
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
炭
水
化
物
、
食
塩

の
量
が
主
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
塩

の
量
は
、「
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
か
ら
「
食
塩

相
当
量
」
と
消
費
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
い
表
示
に
変
わ
り
ま
し
た
。
食
品
を
選

択
す
る
際
の
目
安
と
し
て
、
栄
養
成
分
表

示
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
育
推
進
協
力
店
に
は
、
栄
養
成
分
表

示
に
関
す
る
ポ
ッ
プ
が
掲
示
し
て
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

けんこうひろば
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
、不
動
産
、相
続
、

離
婚
な
ど
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
に
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時　
４
月
25
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分

締
切
り　
４
月
24
日
㈬　

正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
の
一
斉
清
掃

市
で
は
、毎
年「
春
の
一
斉
清
掃
の
日
」

を
定
め
、
地
域
の
美
化
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
美
化
運
動
は
、
行
政
区
ご
と
に

取
り
組
み
ま
す
。

気
持
ち
の
よ
い
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

大
和
地
域
（
環
境
浄
化
の
日
）

４
月
27
日
㈯

六
日
町
・
塩
沢
地
域

４
月
28
日
㈰

※
行
政
区
に
よ
り
、
実
施
日
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

不
法
投
棄
の
防
止

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

や
、
林
道
・
河
川
敷
の
廃
タ
イ
ヤ
や
家
電

製
品
な
ど
の
不
法
投
棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
い
、
地
下

水
汚
染
や
生
活
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
に
従
い
、
適
正
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

個
人
所
有
の
空
き
地
や
山
林
に
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
は
、
所
有
者
が
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象

①
新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
の
取
得
、
猟

銃
の
所
持
許
可
証
の
交
付
を
受
け
る
人

②
新
た
に
ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
許
可
証
の

交
付
を
受
け
る
人

③
新
潟
県
警
指
定
の
県
外
射
撃
場
で
ラ
イ

フ
ル
射
撃
練
習
を
し
た
人

※
い
ず
れ
も
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
へ
の
協

力
承
諾
が
必
要

補
助
対
象
経
費

①
、
②
健
康
診
断
料
、
射
撃
教
習
料
、
ハ

ン
タ
ー
保
険
料

③
交
通
費

※
補
助
対
象
経
費
は
平
成
31
年
度
中
の
も

の
に
限
る

補
助
金
額

①
、
②
合
計
で
１
人
５
４
，
０
０
０
円
が

上
限
額

③
県
外
射
撃
場
ま
で
の
交
通
費
を
補
助　

１
往
復
に
つ
き
５
，
０
０
０
円
、
１
人

に
つ
き
２
往
復
ま
で
１
０
，
０
０
０
円

が
上
限
額

※
申
請
件
数
に
よ
り
減
額
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２

−

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
】廃
棄
物
対
策
課

☎
７
８
２

−

０
３
３
９

春
の
一
斉
清
掃
と
不
法
投
棄
の
防
止

【
問
合
せ・申
込
み
】環
境
交
通
課

☎
７
７
３

−

６
６
６
６

新
規
狩
猟
免
許
（
猟
銃
）
取
得
者
・

新
規
ラ
イ
フ
ル
銃
所
持
許
可
者
・

ラ
イ
フ
ル
銃
射
撃
練
習
者
へ
の

補
助
制
度

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３

−

６
６
７
７

こ
め
つ
ぐ
ク
ラ
ブ
員
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
サ
ッ
カ
ー
協
会（
酒
井
）

　
☎
０
８
０

−

１
１
７
３

−

０
０
５
７

市
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
参
加
者
募
集

１
年
を
通
じ
て
図
書
館
で
本
に
関
す
る

活
動
を
す
る
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

活
動
日

　

５
月
〜
毎
月
１
回

　
（
土
曜
日
か
日
曜
日
）

内
容　
お
す
す
め
本
の
紹
介
や
ポ
ッ
プ
作

り
、
図
書
館
ク
イ
ズ
大
会
、
季
節
の
飾

り
つ
け
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
で
相
談
し
て

活
動
内
容
を
決
め
ま
す
。

申
込
み　
申
込
書
に
記
入
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

期
日　
５
月
19
日
㈰

会
場

　

大
原
運
動
公
園 

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費

　

１
チ
ー
ム　

５
，
０
０
０
円

参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
の
チ
ー
ム

市などからのお知らせ　掲示板
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【
問
合
せ・申
込
み
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３

−

６
６
１
０

駐
日
リ
ト
ア
ニ
ア
大
使
講
演
会

ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
・
バ
ル
ブ
オ
リ
ス
駐
日

リ
ト
ア
ニ
ア
大
使
を
招
き
、
リ
ト
ア
ニ
ア

共
和
国
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
に
つ

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
英
語
で
の

講
演
（
通
訳
あ
り
）
と
な
り
ま
す
。

日
時　
４
月
15
日
㈪

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

　

（
受
付
・
開
場
：
午
後
２
時
～
）

会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

　

さ
わ
ら
び

参
加
費　
無
料

定
員　
一
般　

50
人
（
先
着
順
）

※
講
演
会
に
は
、
国
際
情
報
高
等
学
校

２
、３
年
生
が
参
加
し
ま
す

講
師　
ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
・
バ
ル
ブ
オ
リ
ス

駐
日
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大

使
「
友
好
親
睦
会
」
開
催

講
演
会
終
了
後
に
、
友
好
親
睦
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
15
日
㈪

　

午
後
５
時
30
分
～
２
時
間
程
度

会
場　
池
田
記
念
美
術
館 

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

会
費　
４
，
０
０
０
円

定
員　
若
干
名
（
先
着
順
）

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

本
多
桃
子
氏
作　

リ
ト
ア
ニ
ア
民
芸
品

『
ソ
ダ
ス
』
と
南
魚
沼
の
わ
ら
細
工

講
演
会
開
催
を
記
念
し
て
、
リ
ト
ア
ニ

ア
の
伝
統
的
な
麦
わ
ら
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

（
飾
り
）「
ソ
ダ
ス
」
と
、
南
魚
沼
の
わ

ら
細
工
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

期
間　
４
月
６
日
㈯
～
16
日
㈫

会
場　
池
田
記
念
美
術
館 

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問
合
せ　
池
田
記
念
美
術
館

　
☎
７
８
０

−

４
０
８
０

【
問
合
せ
】議
会
事
務
局

☎
７
７
３

−

６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

３
月
定
例
会【
一
般
質
問
】

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
３
月
市
議
会

定
例
会
の
一
般
質
問
を
放
送
し
ま
す
。
放

送
日
程
や
質
問
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員
（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、

　

４
月
４
日
㈭
か
ら
予
定
）

清
塚
武
敏
、
桑
原
圭
美

塩
川
裕
紀
、
鈴
木　

一

勝
又
貞
夫
、
梅
沢
道
男

吉
田
光
利
、
目
黒
哲
也

永
井
拓
三
、
大
平　

剛

寺
口
友
彦
、
田
中
せ
つ
子

中
沢
道
夫
、
中
沢
一
博

岡
村
雅
夫
、
阿
部
久
夫

佐
藤　

剛

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
大
会
事
務
局
（
大
和
観
光
協
会
）

☎
７
７
７

−

３
０
５
４

第
10
回
南
魚
沼
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン　

グ
ル
メ
村
出
店
者・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

６
月
９
日
㈰
に
八
色
の
森
公
園
を
主
会

場
に
、
全
国
か
ら
約
５
，
５
０
０
人
の
参

加
者
を
迎
え
、
第
10
回
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
者
を
お
も
て
な
し
す
る
グ
ル
メ

村
出
店
者
と
、
大
会
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

グ
ル
メ
村
出
店
者

条
件

・
市
内
に
店
舗
か
事
業
所
の
あ
る
法
人
・

団
体

・
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
商
品
の
提
供

と
、
食
材
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

区
画　
間
口
５
・
４
ｍ
×
奥
行
３
・６
ｍ
の

テ
ン
ト
半
分
〜
１
張

出
店
料　
５
，
０
０
０
円
〜

締
切
り　
４
月
19
日
㈮

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

居
住
地
、年
齢
、性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

現
地
集
合
・
解
散
で
す
。

内
容　
選
手
受
付
、
給
水
所
な
ど
（
担
当

す
る
場
所
は
事
務
局
で
決
定
し
ま
す
）

締
切
り　
４
月
19
日
㈮

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

☎
７
７
３

−

６
６
５
８

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

バ
ナ
ー
広
告
主
募
集

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
、
有

料
バ
ナ
ー
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

費
用　
１
枠
１
０
，
０
０
０
円
（
月
額
、

税
込
み
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
秘
書

広
報
課
ま
で

掲示板　市などからのお知らせ
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【
問
合
せ
】ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務
局

　
（
田
村
）

☎
０
９
０

−

４
９
４
３

−

６
１
２
８

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
「
風
光
る
市
」

【
問
合
せ
】環
境
交
通
課

☎
７
７
３

−
６
６
６
６

新
入
学（
園
）児
を
守
る

交
通
安
全
週
間

慣
れ
な
い
通
学
路
を
登
下
校
す
る
新
入

学
（
園
）
児
を
守
る
た
め
、
実
施
さ
れ
る

交
通
安
全
週
間
で
す
。

運
動
の
重
点
は
３
つ

・
新
入
学
（
園
）
児
な
ど
に
対
す
る
交
通

安
全
指
導
の
徹
底

・
保
護
者
な
ど
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

・
通
学
通
園
路
の
安
全
確
保

観
桜
会
が
行
わ
れ
て
い
る
銭
淵
公
園
で

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

個
性
豊
か
な
手
作
り
品
や
雑
貨
、
移
動

販
売
車
な
ど
、
小
さ
な
お
店
が
多
数
集
ま

り
ま
す
。
毎
回
人
気
の「
ど
う
ぞ
の
タ
ネ
」

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

公
園
を
散
歩
し
な
が
ら
買
い
物
も
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
銭
淵
公
園

【
問
合
せ
】六
日
町
観
光
協
会

☎
７
７
０

−

１
１
７
３

銭
淵
公
園
観
桜
会

桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
移
動
販
売
な
ど

の
出
店
や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

期
間　
４
月
５
日
㈮
～
21
日
㈰
（
予
定
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
日
時

　

４
月
12
日
㈮
～
（
予
定
）

　

日
没
～
午
後
９
時

会
場　
銭
淵
公
園

「
銭
淵
公
園
観
桜
会
」
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３

−

６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

−

６
７
２
３

特
別
障
が
い
者
手
当・障
が
い
児

福
祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当
の

受
給
額
改
定

　

４
月
分
か
ら
各
手
当
の
受
給
額
が
改
定

さ
れ
ま
す
。

特
別
障
が
い
者
手
当　

　

２
７
，
２
０
０
円 

　

（
改
定
前
２
６
，
９
４
０
円
）

障
が
い
児
福
祉
手
当　

　

１
４
，
７
９
０
円 

　

（
改
定
前
１
４
，
６
５
０
円
）

経
過
的
福
祉
手
当　

　

１
４
，
７
９
０
円 

　

（
改
定
前
１
４
，
６
５
０
円
）

注
意
事
項

新
入
学
（
園
）
児
に
は
、
保
護
者
か
ら

通
学
路
で
注
意
す
る
場
所
を
指
導
し
ま

し
ょ
う
。
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
に
危
険
な

の
か
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
具
体
的
に

説
明
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５

−

７
９
４

−

２
４
１
０

Ｄ
Ｓ
介
護
員
養
成
科

５
月
入
校
生
募
集

　

Ｄ
Ｓ（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
）は
、職
場

実
習
付
き
職
業
訓
練
で
す
。

対
象　
介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習

得
し
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
人

期
日　

５
月
14
日
㈫
～
９
月
９
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

Ａ
Ｂ
Ｃ
十
日
町
研
修
セ
ン
タ
ー

（
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
川
西
支

所
内
）〔
十
日
町
市
水
口
沢
〕

定
員　
12
人

費
用　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己

負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
４
月
15
日
㈪

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

☎
７
７
３

−

６
６
５
８

み
ん
な
の
投
稿
ペ
ー
ジ「
あ・の・そ
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
市
民
と
市
外

か
ら
の
来
訪
者
な
ど
に
向
け
て
、
個
人
・

団
体
・
法
人
な
ど
が
情
報
発
信
を
行
う
場

と
し
て
み
ん
な
の
投
稿
ペ
ー
ジ
「
あ
・
の
・

そ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
掲
載
で
き
る

内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
会
員
募
集
、

活
動
紹
介
な
ど
で
す
。
み
な
さ
ん
の
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市などからのお知らせ　掲示板
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南
魚
沼
市
の
花
。
種
か
ら
育
て
る
と
花

が
咲
く
ま
で
約
７
年
か
か
り
ま
す
。
芽
生

え
た
時
は
ネ
ギ
の
よ
う
な
細
長
い
葉
が
１

枚
だ
け
で
す
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
大
き
な

葉
を
つ
け
、
約
７
年
間
で
地
下
部
に
栄
養

が
た
ま
る
と
葉
を
２
枚
つ
け
て
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

南
魚
沼
で
は
山
地
の
や
や
湿
っ
た
斜
面

に
広
く
生
育
し
て
い
ま
す
が
、
薮
に
な
っ

新
潟
県
で
は
猫
を
飼
う
場
合
の
ル
ー
ル

が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

屋
内
で
飼
育
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い

猫
は
外
よ
り
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

室
内
を
好
み
ま
す
。
屋
外
に
出
る
猫
は
、

交
通
事
故
や
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
寿

命
は
室
内
飼
育
の
半
分
ほ
ど
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

室
内
で
飼
育
す
る
こ
と
で
、
ふ
ん
尿
や

鳴
き
声
に
よ
る
近
隣
へ
の
迷
惑
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
よ
う
に
努
め
て
く

だ
さ
い

猫
は
年
２
～
３
回
妊
娠
し
、
１
回
で
４

～
８
頭
を
出
産
し
ま
す
。
す
べ
て
の
子
猫

の
飼
い
主
を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
変
難
し

く
、
た
く
さ
ん
の
子
猫
た
ち
が
処
分
さ
れ

る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

猫
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
、
首
輪
や
迷

子
札
が
付
け
て
あ
れ
ば
見
つ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

首
輪
が
外
れ
た
と
き
や
災
害
時
な
ど
は

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
入
っ
て
い
れ
ば
、
発

見
時
に
飼
い
主
に
連
絡
が
取
れ
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

県
で
は
飼
い
主
が
い
な
い
県
内
の
猫
を

保
護
し
、
県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院

【
問
合
せ
】南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
生
活
衛
生
課
（
保
健
所
）

☎
７
７
２

−

８
１
４
３

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
猫
を
飼
い
ま
し
ょ
う

カ
タ
ク
リ

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０

−

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

⓬

た
り
、
乾
燥
し
た
り
す
る
と
見
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

種
に
エ
ラ
イ
オ
ソ
ー
ム
と
い
う
ア
リ
の

好
物
が
つ
い
て
い
て
、
ア
リ
に
よ
っ
て
種

が
運
ば
れ
広
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ア

リ
散
布
植
物
と
い
わ
れ
ま
す
。

雪
国
で
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
が
、
カ
タ

ク
リ
の
増
殖
の
た
め
、
ア
リ
が
種
を
運
ん

で
歩
き
や
す
い
よ
う
に
落
ち
葉
を
掃
く
と

い
う
方
法
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア

リ
が
種
を
運
ぶ
植
物
は
カ
タ
ク
リ
以
外
で

も
、
ス
ミ
レ
の
仲
間
や
ケ
マ
ン
の
仲
間
な

ど
、
多
数
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
色
の
森
公
園
内
に
は
自
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
近
隣
の
カ
タ
ク
リ
の
種
を
も

ら
っ
て
育
成
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。

で
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
た
人
に
補

助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り

ま
す

猫
が
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
よ
う
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
う
お
ぬ
ま
ケ
ア
帽
子
ク
ラ
ブ

　
ｍ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
（
穴
沢
）

☎
０
８
０

−

７
８
２
２

−

５
０
３
０

簡
単
タ
オ
ル
帽
子
作
り
、茶
話
会

ケ
ア
帽
子
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ 
in
永
昌
庵

抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
な
ど
で
、
髪

の
毛
を
失
っ
た
人
の
た
め
の
タ
オ
ル
帽
子

作
り
と
茶
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

作
製
し
た
帽
子
は
、病
院
へ
送
り
ま
す
。

（
持
ち
帰
り
も
可
）
作
製
前
に
坐
禅
体
験

と
講
話
を
行
い
ま
す
。
足
が
組
め
な
い
人

は
椅
子
に
座
る
坐
禅
も
あ
り
ま
す
。

タ
オ
ル
帽
子
作
り
の
み
の
参
加
も
で
き

ま
す
。申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
28
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
永
昌
庵
〔
東
泉
田
〕

費
用　
５
０
０
円

持
ち
物　
新
品
の
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル(

厚

め
の
色
、
柄
物
で
文
字
が
入
っ
て
な
い

物)

、
忘
れ
た
場
合
は
３
０
０
円
で
購

入
可

※
道
具
と
型
紙
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
。
坐
禅
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や

す
い
よ
う
ズ
ボ
ン
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

定
員　
20
人

締
切
り　
４
月
25
日
㈭

掲示板　市などからのお知らせ
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市内在住のスキー競技での全国大会出場者を対象に、棚村基金推奨金の贈呈式を行いました。
林市長は「みなさんのがんばりに、みんなが元気をもらっています。みなさんの先輩となる小

野塚彩那選手は多くの人の後押しを受け、ここから羽ばたきました。多くの大会に出場し、パブ
リックビューイングもやりました。みなさんがこれからどういう道に進むかまだ分かりませんが、
みなさんのパブリックビューイングをやらせていただく日が来ればうれしく思います。みなさん
を誇りに思います。これからも、ぜひがんばってください」と激励の言葉を贈りました。

選手を代表して、八海中学校の山本和史さんは
「中学に入学してから、ずっと全国大会への出場
に向けて努力をしてきました。それだけに全国大
会への出場決定は、達成感がありました。全国大
会はそれまでの大会とは違う雰囲気でとても緊張
しました。自分の納得のいくレースができず悔し
かったです。この悔しさを次に生かし、高校では
よい成績を残したいです」と抱負を語りました。

スキー全国大会出場選手に棚村基金推奨金を贈呈しました３月１日㈮

氏　名 所　属 学年 大　会　名 競　技

片
かた

山
やま

大
たい

斗
と 上関小学校 ６ JOCジュニアオリンピックカップ アルペン

鈴
すず

木
き

一
もと

世
つぐ 六日町中学校 １ 全国中学校体育大会 ジャンプ・コンバインド

峠
とうげ

　 蓮
れん

人
と 六日町中学校 １ 全国中学校体育大会 アルペン

佐
さ

藤
とう

大
だい

介
すけ 塩沢中学校 ３ 全国中学校体育大会 クロスカントリー

我
わが

田
た

　 柊
しゅう 塩沢中学校 ２ JOCジュニアオリンピックカップ　他 クロスカントリー

上
かみ

村
むら

脩
ゆう

太
た 塩沢中学校 １ 全国中学校体育大会 アルペン

髙
たか

村
むら

優
ひろ

音
と 塩沢中学校 １ 全国中学校体育大会 ジャンプ・コンバインド

南
な

雲
ぐも

日
ひ

和
か

瑠
る 八海中学校 ３ 全国中学校体育大会 ジャンプ・コンバインド

山
やま

本
もと

和
かず

史
ふみ 八海中学校 ３ 全国中学校体育大会 クロスカントリー

奈
な

良
ら

場
ば

優
ゆう

大
だい 八海中学校 ２ 全国中学校体育大会 アルペン

関
せき

　 照
しょう

永
えい 八海中学校 １ JOCジュニアオリンピックカップ クロスカントリー

佐
さ

藤
とう

淳
じゅん

哉
や 大和中学校 ３ 全国中学校体育大会 アルペン

中
なか

俣
また

日
ひ

向
なた 六日町高校 ３ 全国高等学校総合体育大会　他 クロスカントリー

山
やま

本
もと

大
まさ

晴
はる 六日町高校 ３ 全国高等学校総合体育大会　他 クロスカントリー

岡
おか

村
むら

翔
しょう

馬
ま 六日町高校 ２ 国民体育大会冬季大会スキー競技会 アルペン

青
あお

木
き

陽
はる

尚
ひさ 八海高校 ３ 全国高等学校総合体育大会　他 ジャンプ・コンバインド

林
はやし

　 結
ゆい

翔
と 小出高校 ３ 全国高等学校総合体育大会　他 クロスカントリー

関
せき

　 綜
そう

一
いち

郎
ろう 十日町高校 １ 全日本スキー選手権大会　他 クロスカントリー

田
た

村
むら

一
かず

磨
ま 十日町高校 １ JOCジュニアオリンピックカップ クロスカントリー

山
やま

﨑
ざき

　 凌
りょう 十日町総合高校 ３ 全国高等学校総合体育大会　他 クロスカントリー

山
やま

本
もと

天
あま

嶺
ね 新井高校 １ 全日本スキー選手権大会　他 アルペン

羽
は

吹
ぶき

唯
ゆい

人
と 東洋大学 １ 全日本スキー選手権大会　他 クロスカントリー

平成30年度市民の文化スポーツ奨励棚村基金推奨金 贈呈式対象者名簿（冬季分 平成31年3月1日）

※ 贈呈式までに申請があった選手を紹介しています

みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
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浦佐毘沙門堂裸押合大祭が行われました３月３日㈰ 
普光寺で浦佐毘沙門堂裸押合大祭が開催されました。この祭礼では、

身を切る寒さのなか水行で身を清めた上半身裸の男たちが五穀豊穣な
どを祈願して押し合います。約1,200年の歴史を持つといわれるこの
祭は、江戸時代に出版された「北

ほ く

越
え つ

雪
せ っ

譜
ぷ

」にも「堂
ど う

押
お し

」として記録さ
れ、国の重要無形民俗文化財に指定されています。

上半身裸の男たちは毘沙門堂内で体から湯気と熱気を立ち昇らせなが
ら押し合い、その様子をひと目見ようと多くの来場者がありました。３月
２日㈯の前夜祭とあわせて２日間で延べ115,000人もの人が訪れました。

第二上田小学校で特産品を通じた食の交流が行われました２月27日㈬
第二上田小学校で岩

い わ

代
し ろ

小学校〔和歌山県みなべ町〕から贈られた特
産品の梅干しを通じて、食の交流が行われました。両校は、お互いの
まちを訪問してそれぞれの地域や産業について学んだり、手作りの特
産品を贈り合うなどして交流を続けてきました。

今回、岩代小学校の児童たちが梅の収穫から携わった手作りの梅干
しが、一番おいしい時期といわれる２月に贈られました。児童たちは
「手作りの梅干しはすっぱいけどおいしい」「お米と梅干しは相性が
いいのでごはんがすすむ」など感想を語りました。

南魚沼市交流大使の委嘱式を行いました２月21日㈭
南魚沼市のさまざまな魅力を伝え、観光客を含む交流人口の拡大を

目的とした南魚沼市交流大使に大塚椎菜さんを委嘱しました。
大塚さんは市内出身で、2017ミス・アース・ジャパンの新潟県代

表に選ばれました。環境省のウォームビズに関するCM出演や市観光
パンフレットなど市内外でモデル・タレントとして多彩な活動をされ
ています。

この日は、市役所で初めて開催したMSGカフェにも訪れ、生徒た
ちと笑顔で会話しながらおいしいコーヒーを楽しみました。

市役所にMSGカフェがオープンしました２月21日㈭
市役所に初めてMSGカフェがオープンしました。
MSGカフェは、市立総合支援学校が校外学習の一環として運営す

るカフェです。高等部の生徒たちがカフェのスタッフとなり、地域の
人たちと交流することで、社会参加への積極性や社交性を高め、卒業
後にも役に立つ接客やサービスを学ぶことなどを目的としています。

通常は、図書館などを会場にカフェを開催しています。今回は、よ
り多くのみなさんに知ってもらおうと市役所本庁舎の市民ホールで開
催しました。

ふれあい広場を主会場に、第35回しおざわ雪譜まつりが開催されまし
た。この祭は、雪国の文化などを記した書籍「北越雪譜」の著者 鈴木
牧之の功績をたたえるものです。

来場者は着物ショー、歌舞伎公演、福餠まき、百八灯大護摩、南魚
沼市交流大使で歌手の葉月みなみさんらによるステージイベント、地酒・
甘酒・焼き餅のふるまいを楽しみました。歌舞伎公演には、林市長が初
出演し来場者から大きな拍手を浴びていました。雪が舞い落ち、ろうそく
の炎がゆらめく幻想的な雪国の情景に多くの人が魅了されていました。

第35回しおざわ雪譜まつりが開催されました２月16日㈰

みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
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カレンダー4 月 の

⃝人口 57,034人 （先月比 −19）
⃝男 27,887人 （先月比 −18）
⃝女 29,147人 （先月比 −1）
⃝世帯数 20,069戸 （先月比 −9）

市民の動き
平成31年
２月末日現在（ ）

救 医急 療
救急医療のかかり方
①電話をかける

次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788−1222
◆魚沼基幹病院　　☎777−3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773−5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関

を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』

☎025−284−7119（＃7119でも可）
夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、

下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』

☎025−288−2525（＃8000でも可）
夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと

き（発熱、けがなど）にご利用ください。
・時間　19：00～翌朝8：00（毎日）

【問合せ】保健課　☎773−6811
　「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」

「育児相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童とその保護者
◎時間　９：30〜15：30
　　９：30〜18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第２・第４土曜日の
13：30〜14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場
の利用はできません。

【問合せ】子育て支援センター　☎772−7754

大和会場　大和庁舎（３階）
　毎週 月・水・木曜日
　４月11日㈭　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日
　４月９日㈫　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日
　４月10日㈬　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

ほのぼの広場

　改元を１か月後に控えた４月１日㈪、新
元号が発表されました。慣れ親しんだ「平成」に別れ
を告げるのはさみしい気もしますが、新しい時代の幕
開けに気持ちが高まります。新元号の発表にあわせる
ように、私は人事異動で新しい職場での勤務を迎えて
います。市報をはじめ広報業務は新しい発見と学びの
連続で、充実した５年間でした。
　今後も、市報をぜひご愛読ください。
� （元秘書広報課　宮本）

編集後記

行政相談は、行政相談委員が国の行政に関する相談を
聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談は４月から月１回、第３水曜日に開催
４月17日㈬ 13：00～15：00 市役所本庁舎南分館

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773−6660

行政
困りごと

相談

今月の
表紙

　３月２日㈯、越後上布体験講座が開催され、
工程の一つである雪ざらし体験が塩沢中学校
グラウンドで行われました。雪ざらしは、織
りあがった布を雪の上に広げ、天然の漂白作
用で布を白くし、模様を浮き立たせます。

日にち 行事名・時間・会場など

11日㈭
プラチナデイDVD上映会

『キンバイコウダン①』
10：00～11：54　図書館多目的室

14日㈰
おはなしのじかん
11：00～11：30　図書館児童コーナー

20日㈯
読書のつどい

「ともだちたくさん大集合！」
14：00～15：30　図書館多目的室

21日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階

22日㈪
市長と市民の車座会議ざっくばらん
19：30～20：30　後山集落センター

25日㈭

第４回農業委員会総会
９：00～　大和庁舎３階旧議場

市長と市民の車座会議ざっくばらん
19：30～20：30　辻又地域多目的ホール

26日㈮
乳幼児親子おはなしの会

「えほんであそぼ」こいのぼりをつくろう！
10：00～11：30　大和公民館

30日㈫
ルートインBCリーグ
新潟アルビレックスBC VS 群馬ダイヤモンドペガサス
13：00～　ベーマガSTADIUM


